
 

 

 

 

令和６年度 各係における教育活動重点目標 
 

１．教務係 

《今年度の重点目標》  

①新しい学力を踏まえ、生徒の学力向上を目指す。 

②校務が円滑に行えるように計画・立案する。 

③ICT を活用した生徒の出席状況の把握と先行指導  

④生徒の豊かな人格形成を助ける。 

⑤入試広報係協力しての生徒募集活動  

 

 

※評価【 〔達成度〕Ａ：十分   Ｂ：おおむねよい  Ｃ：不十分 】 

重点

目標 
評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 

① 

教科シラバスによる計画的

授業と定期考査の改善。新

課程シラバスの作成と、観

点別学習評価に合わせた定

期考査の研究。 

計画的な授業が展開で

き、学習内容の定着が

確認できたか。新課程

に合わせた研究が進め

られたか。 

Ｂ 

新課程となり分割された科

目については、抱き合わせ

る形の試験作成を認めるこ

とで対応している。今後も

研究を進めていく。教科会

でも話題に挙げ、継続して

研究している。 

①② 

ICT の導入を踏まえた授業

アンケートを実施し、その

結果を利用した授業改善を

促す。 

授業評価を実施し、タ

ブレットを活用した授

業改善の促すことに努

められたか。 

Ｂ 

前期授業アンケートを実施

し、教科会で検討してい

る。昨年度からはタブレッ

ト使用度も調査している。 

① 

実力テストの結果の有効利

用と、効果的な学習活動に

つながるよう研究する。新

課程については、小テスト

や振り返りシート等ととも

に評価に組み込めるよう研

究する。 

実力テストの活用につ

いて検討できたか。適

切な準備・後処理が出

来たか。新課程におけ

る評価の扱いについて

研究を進められたか。 

Ｂ 

実力テストの準備、後処理

は適切に行えている。実力

テストの結果を観点別評価

に組み込むことについて

は、今後、検証を進めてい

きたい。 

①② 

授業時数の確保 年間計画にのっとり授

業時間が確保できた

か。感染症の拡大等、

不測の事態に対応でき

たか。 

Ａ 

学年によりコロナウイルス

蔓延による休校措置をとっ

たが、オンライン授業を実

施することで教育活動を滞

りなく行うことができた。 

①② 

試験時間割・監督・事後指

導の日程調整  

計画的な試験対策勉強

が出来る環境を作れた

か。また、丁寧な事後

指導を行えたか。 

Ａ 

計画通りに実施できてい

る。試験範囲を早く、統一

して連絡することを、今後

も継続していけるようにす

る。 

①②

③ 

適切な年間計画の作成 年間の様々な行事を適

切に配置し、生徒の豊

かな人格形成の手助け

となったか。 

Ａ 

コロナウィルスの扱い、感

染状況に落ち着きが見られ

たため、今年度は概ね計画

に沿って進められている。 



①② 

学校自己評価 学校自己評価をとりま

とめ、外部に公表でき

たか。 

 

年度末に評価 

② 

校内・校外研修、相互授業

見学等、新しい研修制度の

実施 

新たな研修制度を実施

・運用し、タブレット

を含む教員の知識・技

術の向上、また生徒へ

の反映に寄与できた

か。 

Ｂ 

昨年度大きく変更した研修

制度について検証を行う。 

また、タブレットを活用し

た授業改革につながる研修

の実施と検討を行ってい

る。昨年度末では校内教研

で ICT や観点別評価につい

て各教科で学びを深めた。 

③④ 

生徒の出席状況の把握と先

行指導 

毎日の出席状況や、個

人カルテを活用した

1/6、1/5 オーバーをし

た生徒の把握をし、適

切な対応を行えたか。 

Ａ 

紙による個人カルテから、

データ入力の形に変更する

ことで、教科担当と担任間

の情報共有をより徹底する

ことができた。成績会議等

を通して全体でも情報を共

有している。 

②④ 

BLEND の有効活用 保護者との円滑な連絡

や、生徒の活動計画、

記録として活用、運用

ができたか。 
Ｂ 

今年度より担任(顧問)と保

護者間の連絡用に使用。他

の連絡手段と棲み分けて活

用されている。その他の機

能の活用については検討が

必要。 

② 

各種奨学金を生徒に紹介

し、奨学金の受給を広げる 

一覧表の配布や説明会

を実施し、奨学金を生

徒に紹介できたか。 

Ａ 

学生支援機構の説明など円

滑に遂行した。 

② 

働き方改革への取り組み 未来を展望し、新たに

取り組むべきことを導

入する余地を生み出す

という前提に立って、

業務の見直しを図れた

か。 

 

年度末に評価 

⑤ 

入試広報係と協力して入試

業務を行う。 

入試説明会や学校見学

会等を円滑に行えた

か。 

Ａ 

計画通りに実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．進路指導係 

 

重点目標 今年度の目標 

①  
講演会やキャリアガイダンス等を通して進路に対して目的意識を育むととも

に、主体的な進路実現を支援する。  

②  

多岐にわたる進路における情報を適宜提供することにより、早い段階での進路

意識の向上を図り、担任団の進路指導の援助を行うとともに、生徒の面接指導

やプレゼンテーション指導等を支援する。 

③  

基礎学力の向上に意欲を持てるよう、各種補習や模擬試験への取り組みを充実

させ、 

進路実現に向けた学力の向上を図り、希望進路の実現を支援する。 

 

 ※評価【〔達成度〕 Ａ：十分  Ｂ：おおむねよい Ｃ：不十分】 

重点 

目標 
評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 

①  

三年間を見据えた

キャリア教育を計

画し、主体的な進路

選択に向けた支援

を行う。 

各学年の段階に応

じたガイダンスや

講演会を、計画的

に実施できたか。 

A 

ビックハットで行われた進路ガ

イダンスに 2 年生全員参加。大

学出前授業・大学キャンパス見

学の実施。校内でのガイダンス

を予定している。 

①  

就職希望者を主と

し職業体験の場を

提供し、生徒の職業

理解を深めさせる。 

事業所見学の希望

者に対し、事前に

趣旨や意義を指導

できたか。 

A 

ジュニアインターンシップや福

祉・看護の職場体験を実施した。

現 3 年生就職希望者 3 名 

②  

生徒の進路意識状

況を定期的に把握

し、適切な進路情報

を提供しアドバイ

スする。 

生徒の進路意識に

見合った進路情報

を提供し、進路相

談を行なえたか。 A 

進路探究ワークや進路探究ムッ

クで進路情報を提供すると共に

進路探究活動をサポートしてい

る。 

スタディーサポートを利用して

進路意識状況を把握し、まとめ

ている 

③  

生徒の学習の場を

確保し、希望進路実

現に向けた学力の

向上を図る。 

各種補習の実施、

キャリアセンター

やスタディホール

の有効活用ができ

たか。 

A 

夏期進学講習予定通り実施。土

曜進学講習実施中。昨年度宿泊

行事として実施した勉強合宿

は、通い型に形を変えて特進学

習会として実施。 

スタディーホールの在席確認の

仕方を今後研究していく。 

② ③ 

生徒の成績の把握・

分析を行い、状況に

見合う進路指導を

行う。 

Highschool Online

を活用し生徒の指

導を行えたか。 
A 

模試ごとに進路検討会を行い、

過去のデータや他校のデータと

比較し把握分析に務めている。 

③  

研修会への参加及

び校内での情報共

有を行ない、職員間

での共通理解を持

つ。 

教員の使用環境を

整え、入試に問題

なく活用する状況

をつくることがで

きたか。 

B 

新教育課程での入試初年度とな

る。入試の変更点などを収集し、

必要に応じて共有している。 

 
 



３．生徒指導係 
今年度の重点目標  
①  制服を正しく美しく着させる  

②  SNS とのかかわり方についての指導を充実させる  

③  自転車の安全運転を徹底させる  

④  電車内のマナー向上と安全な登下校 

⑤  いじめの予防、早期発見、早期対応  

  
※評価〔達成度〕A：十分 B：おおむね良い C：不十分 

重点
目標 

評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 

① 

・シャツの第一ボタン
まで締めさせる指導 

 
 
・女子生徒のスカート 
 丈 

・シャツの第一ボタン
を締めさせる指導
を徹底できたか 

 
・正常なスカート丈で

履けているか  B 

学年問わず若干名の女子生徒の
スカート丈違反があり、その都度
指導しているが、大きく違反して
いるのではなく規定ギリギリを
攻めている印象がある。注意しな
いとさらに短くしてくることが
予想できるため細かな指導が必
要と感じる。全体的には制服を正
しく着用することが当たり前と
の風紀になってきており、落ち着
いていると評価できる。 

② 

・校内スマートフォン 
使用ルールの徹底 

 
 
・生徒指導だよりや講

話、校内電子掲示板
を利用した啓蒙活動 

・他係と連携。利用ル
ールが守られてい
たか 

 
・SNS 関連の問題行動

やトラブルが減っ
たか  

B 

校内スマートフォン使用ルール
は定着している。1 学年で年度当
初 SNS に関する講演会を実施。
しかし SNS 絡みの問題行動が複
数件発生し、多くは早期対処した
ため大事には至らず解決しが、被
害生徒・保護者への対応が困難と
なる事例もあった。今後も生徒指
導便りや、担任から SNS トラブ
ル事例を紹介してもらうなど、さ
らに力を入れて啓蒙活動や指導
に取り組んでいきたい。 

③ 

・生徒指導だよりや講
話を利用した啓蒙活
動  

 
・通学路自転車指導 
 
・法改正に伴うヘルメ

ット着用の奨励 

・運転マナーが向上し 
たか 

 
・事故の件数 
 
・ヘルメット着用率は 

向上したか 

B 

例年通り、年度当初の立ち番によ
り危険個所の指導を実施。生徒の
登下校の様子や事故件数等を見
ても、安全運転が出来ていると評
価できる。ヘルメット着用につい
ては、生徒指導便りや集会の場面
において、都度奨励に努めてい
る。 

④ 

・生徒指導だよりによ
る啓蒙活動  

・列車乗車指導・駅見 
回り 

・通学路指導 

・乗車マナーが向上し 
たか 

 
・登下校時の歩きスマ 

ホの状況 

A 

乗車に関するクレーム・トラブル
はない。二学期に乗車指導を実施
する予定。 

⑤ 

・生徒指導だよりや講 
 和による啓蒙活動  
・いじめアンケートの 
 活用、他分掌との連 
 携 

・いじめを未然に防げ 
たか  

・適切な対応ができた 
 か A 

クラス内での細かな人間関係の
トラブルはあるが、小さなうちに
担任・副任・学年主任や生徒指導
が関わりながら解決に向けて指
導が出来ている。第一回いじめア
ンケートも実施し、問題の早期発
見早期対策につなげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．生徒会係 

今年度の重点目標 

① 生徒会総合本部役員のリーダーシップの下、伝統を大切にしながらも、社会に目を向けた活動を

実践する中で、高校生として社会に対してどのような発信ができるかを考えながら活動を広げて

いくことを目指す。 

②  役員会・クラブ・クラス・委員会など様々な生徒集団の中で、課題の発見から課題解決に至る道筋

を見通し実行する力を育成することを通じて自立と自治の力をつけさせ、民主的な人格形成を目

指す。 

③ 他校、地域、保護者などに対して開かれた活動を生み出し、社会性を身につけさせる。特に本年度

は石川県能登半島地震の被災地の復興についてどのような活動ができるかを模索し取り組ませ

ていくことで社会性を身につけさせていく。 

※評価【〔達成度〕 Ａ：十分  Ｂ：おおむねよい Ｃ：不十分】 

重点 

目標 
評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 

① 

本部役員の企画

力 ・ 行 動力を育

み、リーダー集団

として成長させ

る。 

予餞会・西高祭など各種行

事を主催・運営することに

より、自らの組織力や行動

力を高められたか。 

A 

西高祭に関しては、テーマの実

現をいかに図るかを大切にし、

組織的な活動ができた。 

① 

太鼓の伝統を引

き継ぐ。 

太鼓の伝統的な指導を受

け継ぎ、太鼓を通して団結

力や精神面を鍛えられた

か。 

A 
西高太鼓を継承し、発展につな

げることができた。 

② 

上田西高校の学

習文化の創設を

図る。 

第７回・８回の上田西高校

学びプロジェクトを活用し、

社会とかかわる講座を提

案することで生徒の社会性

を養う。  

A 

第7回の上田西高校学びプロジ

ェクトは12講座を設置し延べ 

１１１名の生徒が参加した。現在

代替わりした新役員が第８回の

プロジェクトを計画している。 

② 

話し合いを通し

て、協力体制をつ

くる力を身に着け

させる。 

各委員会の活動・生徒総会

や各行事の企画・立案など

を通して、課題解決のため

の討議・実践・総括のプロ

セスを身につけられたか。 

B 

委員会は役員や委員長からの依

頼を実行する機関となっており

課題解決のために総合的に動く

組織になっていない現状があ

る。多くの生徒が民主的プロセ

スを経験するためにもその在り

方を検討する必要がある。 

①  

① 

西高文化の発展

と広がりを模索す

る。 

率先して社会とのかかわり

を持つことで、西高文化を

校内にとどめることなく、

社会への広がりを模索する

ことができたか。 

B 

上田西高校学びプロジェクトで

は多くの講座が社会とのつなが

りを持っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

集団指導体制を

通して豊かな資質

を育む。 

各行事を通して、学年・ク

ラスを越えた生徒・教員の

交流を図り、豊かな人間性

を身につけられたか。 

B 

リーダー研修会、クラスマッチで

学年を超えたつながりを実践で

きる形は構築できている。あと

は、そのつながりが日常的にな

るように工夫したい。 

③ 

他校や地域との

交流を深める。 

他校との交流や地域的な

活動を通して、他から学ぶ

力や社会性を豊かにするこ

とができたか。 

A 

文化学園長野とは文化祭におい

て交流を深め、また定期的に意

見交換会を実施している。また、

石川県七尾市の鵬学園高校とも

文化祭をお互いに訪れるなどの

交流を始めた。 

 

さらに、今年は震災復興支援を

きっかけに上田市内高校との交

流も拡大することができた。 



５． 環境衛生係【環境分野】 

 

〔１〕今年度の重点目標 

  【環境分野】 

① 管理箇所の点検や防災の推進を図る。 

② 年間を通して校舎内外の整美と美化に務める。 

③ 全校生徒、職員による清掃活動を徹底する。 

④ 学習環境や地球環境の保護意識を高める。 

 

〔２〕評価表（Ａ：十分 Ｂ：おおむねよい Ｃ：不十分） 

 

【環境分野】 

重点 

目標 
評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 

① 

分担カ所の 

管理 

・破損個所の発見および 

修繕 

・管理カ所の安全確保 

A 

・学校見学会、部活動見学会前 

 の点検 

・西高祭の後の点検 

① 

防災意識の 

啓発と 

そなえ 

・生徒の防災に対する 

意識の啓発および防災 

訓練の実施 

A 

・9 月 5 日防災訓練の実施 

・各教室へ年度初めに避難 

 経路掲示 

②③ 

校内清掃 

活動の推進 

・日常の清掃活動の徹底 

・清掃用具の保守および 

点検 

・整美委員会からの呼び 

かけ 

A 

・5 月、8 月にモップ交換実施 

・使用限界清掃用具の交換 

（年度初め＋2 回） 

・7 月清掃強化週間（委員会で 

推進） 

③④ 

ゴミ分別の 

徹底 

・環境負荷を念頭においた 

分別活動 

・職員の分別作業への 

参画（週番） 

B 

・西高祭での分別の徹底 

（委員会で担当） 

・毎日のごみ回収とチェック 

（委員会、職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


